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一
般
会
計
　
補
正
予
算
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新型コロナワクチンの追加接種
3006万円

18歳以下への経済支援
2億3471万円

ママの困りごとオンライン相談
51万円

中部公園にカフェができます
(災害時は支援活動に利用します)　　　1860万円

　新型コロナウイルスワクチンの追加接種 (3 回目 ) を適

切に開始できる体制を確保するため、クーポン券の作成や

郵送代のほか、準備に必要な経費です。

　財源はすべて国からの補助金です。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を

支援するため、0 歳～ 18 歳までを対象に臨時特別給付金

を支給するものです。

財源はすべて国からの補助金です。

　胎児や新生児などにいろいろな不安を抱えるお母さん

が、産婦人科医や小児科医とＬＩＮＥ ( ライン ) などを利

用して、オンライン相談を行えるようにするものです。

( じっくりと相談する場合は、ビデオ通話も可能です。)

　中部公園の魅力向上をはかるため「※フェーズフリーカ

フェ」を設置するものです。

※フェーズフリーとは、平常時だけではなく災害時にも役

立てる、という考え方です。

一般会計
補正予算

12月議会定例会

令和3年11月30日～12月14日まで定例議会が行われ、8議案が可決されました。

安心で暮らしやすい東員町に

好評の子育て支援センター

写真はイメージです
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条
例
改
正
な
ど

3

　消防団員の処遇改善のため、条例の一部を
改正します。
①災害等出動1日＝8,000円（改正前5,000円）

②警戒、訓練1日＝5,000円（改正前3,000円）

　環境防災課を改廃し、総務課内に危機管理室を

移管して「防災対策室」を設置します。

　また、ごみや環境に関する業務は、新しく

「みらい環境課」を創設します。

条例改正

　東員共同福祉施設の管理・運営を行う指定管理者に

東員町商工会とする議案 ( 第 56 号 ) を、原案のとおり可

決しました。

　委託期間は、令和 4 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日

までの 3 年間です。

ナイター照明設置を検討中
　Ｊリーグ規格に対応したナイター照明設備を 

㈱ヴィアティン三重の負担で設置することで協議

中であると当局から報告がありました。

粗大ごみの持ち込み日が平日も可能に
　　　　　（令和 4 年 4 月からの予定）

　　現行の年 4 回の指定された日曜日と、

　一部特定の平日（月～金曜日）が搬入可能

　になると当局から報告がありました。

今回は市民活動支援センターの皆さんを対象に人数を絞って開催します。

参加者限定の議会報告会を2月に予定

11月全員協議会情報

指定管理者決まる

写真はイメージです
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議会全員協議会研修議会全員協議会研修

総務建設常任委員会総務建設常任委員会

委
員
会
活
動

4

10/19

10/28

　コロナ禍で通常の視察・研修の延期中止が続く中、東員町議会では、
感染防止対策を講じ、緊急に対応すべき補正予算審議等、議会活動を
継続しています。今回は、議会基本条例に定めた内容を適切かつ確実
に実行できているかの検証の仕方について、全議員で学びました。
　研修テーマは「議会基本条例の検証と課題」です。議会本来の機能
を発揮するために策定された「東員町議会基本条例」であり、議会運
営の内容の検証をし、公表する。議会基本条例策定後初の検証作業を
効果的に進める方法も学習しました。
　①議員の資質向上に努める
　②広く町民の意思を把握する
　③議員間の自由闊達な討議を保証する
　④町長提案の重要政策・計画・事業などの論点・争点を見いだせる
　⑤議会として合意形成のもと、政策提言・立案する。
　この 5項目をきちんと責任をもって議会運営に努め、信頼され魅
力ある議会を目指します。

『コロナ禍だからこそ議会が果たす大きな役割』
　 　 　 　 講 師 ： 四日市大学副学長　 小 林 　 慶 太 郎  氏

員弁川の河口 ( 川越町 ) にある北部浄化センターで視察研修を行いました。

　北勢地方の３市４町 ( 約 32万人 ) から出る１日当たり約１０万㎥の汚水を、環境を害さない水に
処理して、伊勢湾に放流しています。
　県下全体の下水道普及率は 57.8％に対し、東員町は県内で 2番目に高い 99.2％の普及率です。

　取り組み中の施設課題は、本町の令和２年度実績
で１７％を占める雨天時侵入水を含めた不明水対策。
そして地震対策、老朽化対策などです。
　汚水と一緒に流れてきたリモコンや携帯電話。生
活に欠くことのできない下水道を大切に使うため
　①食器の汚れは拭いてから洗う。
　②排水溝にはネットを付ける。
　③トイレットペーパー以外のものは流さない。
など、地域への啓発に努める重要性を学ぶことがで
きた意義深い研修でした。北部浄化センターで説明を聞く議員
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東員第一中学校移転事業特別委員会東員第一中学校移転事業特別委員会
委
員
会
活
動

5

11/15

当
初
計
画
よ
り
延
び
た
の
は

埋
蔵
文
化
財
の
影
響
で
す
か
。

計
画
地
の
大
部
分
が
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
で
あ
る
た
め
、
県

担
当
部
署
と
協
議
を
行
っ
た
結

果
、
令
和
８
年
度
開
校
計
画
か

ら
令
和
９
年
度
当
初
開
校
と
し

ま
し
た
。

発
掘
調
査
計
画
は
い
か
が
で

す
か
。

来
年
度
、
建
物
建
設
予
定
部

分
の
試
堀
調
査
費
を
予
算
計
上

す
る
予
定
で
す
。

※
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
生
徒
の
要
望
は
聞
き
ま

し
た
か
。

校
長
か
ら
は
話
を
聞
い
て
い

ま
す
が
、今
後
生
徒
も
含
め
、様

々
な
方
に
意
見
を
聞
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
地
権
者
の
同
意
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

事
業
に
対
す
る
同
意
は
、
計

画
地
の
す
べ
て
の
地
権
者
か
ら

頂
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
契

約
は
認
可
後
の
令
和
５
年
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

税
控
除
も
含
め
事
業
同
意
と

認
識
し
て
い
る
の
で
す
か
。

都
市
計
画
の
事
業
認
可
後
で

な
い
と
税
控
除
対
象
と
な
ら
な

い
た
め
、
買
収
金
額
の
提
示
が

で
き
な
い
の
で
、
事
業
自
体
の

同
意
と
考
え
て
い
ま
す 

。

以
前
の
概
算
事
業
費
は
約

40
億
円
で
し
た
が
、
今
回
約

10
億
円
増
加
し
た
理
由
は
何
で

す
か
。

外
構
工
事
と
備
品
購
入
費
、

文
化
財
調
査
費
を
計
上
し
た
こ

と
と
、
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
建

築
な
ど
を
計
画
し
た
た
め
で
す
。

　

概
算
で
あ
る
た
め
、
今
後
さ

ら
に
変
動
す
る
可
能
性
は
あ
り

ま
す
。

　当局より「新・東員第一中学校建設事業基本計画（案）」について説明があり、以下内容の質疑応

答のやり取りをしました。最後に委員長から総括として、本事業への寄付を広く募ること。また、こ

の事業計画については広く住民に周知すること。そして議会は本事業に協力していきたい。と提案し

ました。

※メディアセンターとは

　従来の学校図書館機能に加えて、

ＩＣＴを活用し、町内の児童生徒や

地域住民にも多様な学習環境を創出

する施設。
計画案はこちら

川
瀬  

孝
代 

委
員

　
山
本  

陽
一
郎 

委
員
長

三
林  

浩 

委
員

伊
藤  

治
雄 

委
員

　
南
部
　
豊 

副
委
員
長

中
村
　
等 

委
員

新・東員第一中学校建設事業基本計画（案）より

二極構造化その 2：東員第二中学
校および隣接する笹尾東小学校を
統合し、小中一貫校（施設隣接型）
とする。
施設費の効率的運用を念頭におい
て、原則的に改修・増築による総
合改修事業によって実施する。

二極構造化その 1：現状の学校配置を見直し、
東員第一中学校を二極構造にふさわしい位置
に移転・新築する。
東員第一中学校と神田・稲部・三和小学校を
統合し、小中一貫校（施設分離型）とする。
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議案審議結果議案審議結果

○全会一致の議案○

○全会一致の議案○

議　　案　　名 審議結果
令和３年度東員町一般会計補正予算（第６号） 可決

議　　案　　名 審議結果
東員町課設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決

東員町消防団に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可決

令和３年度東員町一般会計補正予算（第７号） 可決

令和３年度東員町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和３年度東員町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

令和３年度東員町下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決

指定管理者の指定について 可決

令和３年度東員町一般会計補正予算（第８号） 可決

令和３年　10月臨時会令和３年　10月臨時会

令和３年　12月定例会令和３年　12月定例会

「東員町議会基本条例」の一部を改正する条例の制定について
　“ 議会および議員の活動原則 ” や “ 町民との関係 ” などを定め、議会が果たすべき役割や責
任を認識し、町民福祉の向上と町の健全な発展に寄与することを目的とした東員町議会基本条
例を平成３１年 4月から施行しています。
　施行から約２年半、実際に運用した結果から、第７条で規定している請願及び陳情等につい
て、もう少し弾力的な取り扱いが可能となるよう改正するものです。

議員発議議員発議

議
案
審
議
結
果

6
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　議員が、過去の本会議で
行った一般質問の中から、
その後どのように町政に反映
されたかを追跡し、皆さんに
お知らせします。

　「緊急連絡用無線機」の自治会
設置は？
（令和元年 12月議会）

　防災行政無線設備のデジタル
化を整備し、配備を計画してい
ます。

　災害時に自治会で使用出来るように準備し
ました。

（令和 3年 3月）

こうなりました

Q

A

追跡追跡

　
生
活
し
て
い
く
中
で
ゴ
ミ
処

理
が
最
も
重
要
！

　
最
終
処
分
場
の
施
設
維
持
費

に
大
金
が
か
か
る
の
で
、
少
し

で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
心

が
け
た
い
で
す
ね
！

　
活
発
な
議
会
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
「
議
会
ク
イ
ズ
」が
と
う
い
ん

議
会
だ
よ
り
を
読
む
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
よ
い
取

り
組
み
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

東
員
町
も
ネ
オ
ポ
リ
ス
は
、

高
齢
者
の
占
め
る
割
合
が
増
加

し
て
い
る
。

　

若
い
人
達
が
住
み
良
い
町
、

若
い
人
が
夢
を
持
て
る
町
に
し

て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

読
ん
で
東
員
町
の
事
、
勉
強

さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
東

員
イ
オ
ン
で
２
回
接
種
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
後
、
色
々
な
対
策
を

講
じ
な
が
ら
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
東
員
町
に
若
い
人
た
ち

が
住
み
た
い
と
思
え
る
町
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　
議
会
で
ど
ん
な
話
し
合
い
が

さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
つ
も
興

味
深
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
１
４
９
号（
前

号
）を
読
ん
で
、
た
く
さ
ん
の

感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
意
見
な
ど
に
つ
い
て
は
、

行
政
に
伝
え
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、一
部
抜
粋

し
ま
し
た
。

読
者
の
声

あの質問はあの質問は

どうなったんや？どうなったんや？

追
跡
／
読
者
の
声

7

地域自治会の防災対策について
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載しています。

１．三宅　耕三………………………………………………… 9
１．町長の政治姿勢を問う

２．大谷　勝治………………………………………………… 9
１．帯状疱疹ワクチンの公費助成について
２．中部公園の活用について
３．第一中学校移転に係る資金調達方法について

３．片松　雅弘………………………………………………… 10
１．東員町の幼稚園・保育園の待機児童について

４．山崎　まゆみ……………………………………………… 10
１．緑と花のあるまちづくりの推進について
２．男女共同参画社会の実現について

５．川瀬　孝代………………………………………………… 11
１．ワクチン接種について
２．母子支援について

６．南部　豊…………………………………………………… 11
１．農業政策について

７．中村　等…………………………………………………… 12
１．東員第一中学校移転の現状について
２．低炭素循環型社会について

８．広田　久男………………………………………………… 12
１．下水道の不明水について
２．地域コミュニティ応援プロジェクトチームの進捗について

９．大崎　昭一………………………………………………… 13
１．国民健康保険料について
２．幼保園、小中学校給食について
３．給食の安全供給について

10．伊藤　治雄………………………………………………   13
１．コロナ禍における経済対策について
２．公共施設整備と安心安全について
３．児童虐待について

一般質問の内容を動画で視聴できます。
町ホームページの「東員町議会」から「録画動画配信」を検索するか、
スマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取りご覧ください。

⓾⓾
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

⓾⓾
人
が
町
政
を
問
う

人
が
町
政
を
問
う

一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑一般質問とは、町政・財政全般について町長の考えや疑
問点を問点を質質

ただただ

す政策論議のことを言います。す政策論議のことを言います。
ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容ただし、議案審議（委員会など）の段階で質問できる内容
は一般質問としては適当ではないとされています。は一般質問としては適当ではないとされています。



一般質問一般質問

9
原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載しています。

Q.Q. 町長の政治姿勢は町長の政治姿勢は
A. 個別に判断します

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
県
で

自・
公
の
政
権
与
党
が
５
人
誕

生
し
ま
し
た
が
、
町
長
の
所
見

と
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
地
元
の
選
挙
区
か
ら

元
菰
野
町
長
が
比
例
で
当
選
し

ま
し
た
。
才
能
を
活
か
し
て
、

日
本・
三
重
県
の
た
め
に
活
躍

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
必
要
と
あ
れ
ば
、
お
願

い
に
行
き
ま
す
。

中
学
校
移
転
事
業
の
財
政
計

画
と
地
権
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は

大
丈
夫
で
す
か
。

町
長　

新・
東
員
第
一
中
学

校
は
、
教
育
の
中
心
的
な
役
割

を
担
う「
ハ
ブ
校
」と
し
て
整
備

を
行
い
ま
す
。
事
業
費
は
概
算

で
約
50
億
円
弱
と
試
算
。

　
財
源
は
、主
に
地
方
債
、公
共

施
設
整
備
基
金
に
頼
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
12
月
中
に
も
地
権

者
の
皆
さ
ん
に
基
本
計
画
案
を

説
明
し
、
町
民
か
ら
意
見
募
集

し
ま
す
。

東
員
町
の
観
光
事
業
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

町
長　

当
初
、
東
員
町
観
光

協
会
が
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
休
止
状
況
に
あ

中
部
公
園
の
活
用
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
公
園
の
一
部
を
水

に
親
し
む
場
と
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

建
設
課
長　
公
園
は
自
然
と

豊
か
な
水
辺
環
境
の
中
で
人
と

水
が
ふ
れ
あ
い
、
人
々
の
交
流

の
拠
点
と
、
自
然
体
験
の
広
場

と
し
て
、
町
内
を
は
じ
め
町
外

か
ら
も
多
く
の
方
々
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

公
園
内
は
戸
上
川
が
流
れ
、

公
園
か
ら
水
辺
に
容
易
に
入
れ
、

夏
場
に
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち

で
に
ぎ
わ
い
、
水
辺
に
親
し
む

環
境
は
十
分
整
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

中
部
公
園
内
の
分
煙
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
で
す
か
。

建
設
課
長　
公
園
内
管
理
棟

北
側
に
喫
煙
所
を
設
置
し
て
い

ま
す
が
、
公
園
は
小
さ
な
子
ど

も
た
ち
が
自
由
に
遊
べ
る
施
設

な
の
で
、
受
動
喫
煙
防
止
に
気

を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
た
ば
こ
の
不
始
末
が

火
災
の
原
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、

公
園
内
を
禁
煙
に
す
る
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

三み

宅や
け

　
耕こ

う
ぞ
う三

自治体等による出逢い支援事業

る
た
め「
東
員
町
観
光
振
興
会
」

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
５
月
、
災
害
時
仮

設
住
宅
の
平
時
利
用
と
し
て
中

部
公
園
に
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン

予
定
で
、
運
営
を
観
光
振
興
会

に
任
せ
る
予
定
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

状
況
と
３
回
目
接
種
計
画
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
接
種
対
象
者
の
87
％

が
２
回
目
を
終
わ
っ
て
お
り
、

３
回
目
の
接
種
は
全
て
個
別
接

種
に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
順
次
受

け
付
け
予
定
で
す
。

戸
上
川
と
地
下
水
の
利
用
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

建
設
課
長　
子
ど
も
た
ち
は

夏
場
、
戸
上
川
で
水
遊
び
を
し

ま
す
が
、
危
険
な
こ
と
が
な
い

よ
う
に
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て

地
下
水
を
汲
み
上
げ
、
公
園
の

小
川
に
流
れ
る
形
態
に
な
っ
て

お
り
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も

安
全
に
水
遊
び
が
で
き
ま
す
。

Q.Q. 中部公園の活用は中部公園の活用は
A.人と水がふれあう交流の場です

大お
お
た
に谷

　
勝か

つ

治じ

東員の自然「水辺」

再
質
問
（
一
問
一
答
）
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載しています。

Q.Q.保育園の待機児童の現状は保育園の待機児童の現状は
A. ７名が待機中です

本
町
で
の
保
育
園・
幼
稚
園

に
入
れ
な
い
待
機
児
童
の
現
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
人
目
が
生
ま
れ
て

親
が
育
児
休
暇
を
取
得
す
る
と
、

す
で
に
保
育
園
に
通
っ
て
い
る

１
人
目
の
児
童
を
退
園
さ
せ
て

し
ま
う「
育
休
退
園
」を
見
直
す

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

学
校
教
育
課
長　
令
和
２
年

度
ま
で
は
、
待
機
児
童
０
人
で

し
た
が
、
令
和
３
年
度
で
は
年

度
当
初
保
育
士
の
確
保
が
出
来

ず
、
７
名
が
待
機
児
童
と
な
り

ま
し
た
が
、
保
育
士
を
確
保
し

解
消
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
年
度
途
中
の
入
園

を
申
し
込
ま
れ
る
方
の
対
応
が

困
難
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
７

名
の
待
機
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

育
児
退
園
に
つ
い
て
は
、
保

育
士
の
確
保・
施
設
の
問
題
か

ら
本
町
と
し
て
は
、
見
直
す
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
保
育
室
の
拡
充
や
民

間
活
力
の
利
用
も
検
討
し
可
能

な
限
り
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

町
の
良
好
な
居
住
環
境
の
形

成
の
た
め
、「
緑
と
花
の
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
公
共
施
設
、
役
場
周
辺
花
壇

な
ど
の
景
観
保
全
は
い
か
が
で

す
か
。
②
町
の「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
事
業
」の
取
組
の
成
果
と

住
民
協
働
体
制
は
ど
う
で
す
か
。

建
設
課
長　
①
協
力
団
体
に

維
持
管
理
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
②
地
域
住
民
参
加
で
行
っ

て
き
た
た
め
、
景
観
に
配
慮
し

た
町
づ
く
り
と
協
働
体
制
の
推

進
に
も
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

山
田
溜
公
園
な
ど
で
自
主
的

に
は
き
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
町
全
体
が
自
分
の
庭
の
よ

う
に
美
化
活
動
を
拡
大
し
て
い

く
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
い
か
が
で

す
か
。

町
長　
町
民
の
皆
さ
ん
の
自

主
的
な
取
組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

片か
た
ま
つ松

　
雅ま

さ
ひ
ろ弘

みんなで行けるといいね

笹
尾
東
学
童
保
育
施
設
は

女
性
の
支
援
は

笹
尾
東
バ
ン
ブ
ー
キ
ッ
ズ
が
、

小
学
校
敷
地
内
へ
の
移
転
計
画

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
他

の
地
区
の
よ
う
に
学
校
敷
地
内

に
建
設
で
は
な
く
小
学
校
の
空

き
教
室
の
利
用
な
の
で
す
か
。

子
ど
も
家
庭
課
長　
学
童
建

設
で
は
な
く
、
空
き
教
室
利
用

に
つ
い
て
は
文
部
科
学
省
及
び

厚
生
労
働
省
の
連
名
通
知
に
よ

り「
余
裕
教
室
等
の
徹
底
的
な

活
用
促
進
を
す
る
よ
う
に
」と

の
こ
と
か
ら
協
議
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
移
転
理
由
は
雨
漏

り
な
ど
施
設
の
老
朽
化
と
小
学

校
か
ら
の
移
動
に
伴
う
危
険
リ

ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
で
す
。

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

格
差
を
な
く
す
た
め
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

お
伺
い
し
ま
す
。
①
意
識
啓
発

と
進
捗
は
。
②
コ
ロ
ナ
禍
、
女

性
に
対
す
る
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）の
増

加
や
性
犯
罪
対
策
の
推
進
と
相

談
体
制
は
。

町
民
課
長　

①「
女
性
の
就

職
サ
ポ
ー
ト
事
業
」と
し
て
実

施
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
好
評

で
し
た
し
、「
男
女
共
同
参
画
連

携
映
画
祭
」を
１
月
に
実
施
し

ま
す
。
②
女
性
の
相
談
は
県
福

祉
事
務
所
及
び
、
女
性
相
談
所

で
行
っ
て
お
り
、
町
と
連
携
し

て
い
ま
す
。
暴
力
根
絶
の
意
識

啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
個

Q.Q.花と緑のまちづくりの推進は花と緑のまちづくりの推進は
A.住民協働で景観形成をしています

山や
ま
ざ
き崎

ま
ゆ
み

みんなで綺麗にしている山田溜公園

再
質
問
（
一
問
一
答
）
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載しています。

Q.Q.農業経営の将来展望は農業経営の将来展望は
A.「人・農地プラン」を推進します

南な
ん

部ぶ

　
豊ゆ

た
か

Q.Q.子宮頸がんへの対応は子宮頸がんへの対応は
A.周知と勧奨の準備をします

厚
生
労
働
省
は
、
子
宮
頸
が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

の
積
極
的
勧
奨
を
、
令
和
４
年

４
月
か
ら
し
ま
す
。
令
和
２
年

10
月
に
対
象
者
へ
の
情
報
提
供

が
あ
り
ま
し
た
。

①
対
応
と
今
後
の
予
定
は
。

②
令
和
２
年
度
の
接
種
率
と
令

和
元
年
度
の
接
種
率
は
。

③
積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ
れ
た

場
合
の
情
報
提
供
、方
法
、対
象

者
を
伺
い
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
課
長　
①
令
和

２
年
度
中
学
卒
業
生
と
令
和
３

年
度
の
中
学
１
年
生
か
ら
３
年

生
へ
、
個
別
通
知
を
行
い
情
報

提
供
し
ま
し
た
。

②
通
知
を
し
て
い
な
か
っ
た
令

和
元
年
度
は
10
件
で
1.6
％
、
通

知
を
実
施
し
た
令
和
２
年
度
は

14
件
で
2.2
％
、
今
年
度
９
月
末

で
22
件
3.6
％
と
増
加
を
し
て
い

ま
す
。

③
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
届

い
た
ら
、個
別
通
知
や
Ｈ
Ｐ
、広

報
誌
を
活
用
し
、
制
度
概
要
に

基
づ
い
て
周
知
と
勧
奨
の
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。

東
員
町
の
農
業
は
、
稲
作
を

主
と
し
、麦・大
豆
栽
培
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
将
来
展
望

を
伺
い
ま
す
。

産
業
課
長　
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
、後
継
者
不
足
が
あ
り
、

そ
の
解
消
に
向
け
新
規
就
農
者

の
支
援
を
念
頭
に
新
た
な
農
業

振
興
策
を
検
討
し「
人・農
地
プ

ラ
ン
」を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
に
関
す

る
、基
本
構
想
を
伺
い
ま
す
。

産
業
課
長　
県
が
作
成
す
る

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
町
が
基

本
構
想
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
各
地
域
に
お
い
て
育

成
す
べ
き
安
定
的
な
農
業
経
営

者
に
対
す
る
農
用
地
の
利
用
集

積
目
標
、
経
営
改
善
を
図
ろ
う

と
す
る
農
業
経
営
者（
担
い
手

農
家
）へ
の
支
援
を
総
合
的
に

定
め
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５
年
程
前
の
記
憶
で
す
が
、

耕
地
面
積
７
０
０
ha
、
４
０
０

軒
あ
っ
た
総
農
家
数
は
現
時
点

で
は
い
く
ら
で
す
か
。

川か
わ

瀬せ

　
孝た

か

代よ

リトルベビーハンドブック

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

　
　
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は

早
産
な
ど
に
よ
る
低
出
生
体

重
児
は
、
通
常
の
母
子
健
康
手

帳
で
は
成
長
記
録
な
ど
発
達
過

程
に
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

　
小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

を
も
つ
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て

「
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」作
成
へ
の
考
え
は
。

子
ど
も
家
庭
課
長　
他
県
で
、

新
生
児
集
中
治
療
室
の
あ
る
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
安
を
抱
え
た
母
親
に
寄
り

添
い
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
県
に
、
市
町
統
一

し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
働
き
か

け
ま
す
。

産
業
課
長　

経
営
耕
地
面

積
５
３
８・
６
ha
、
農
家
数
は

２
６
１
軒
で
す
。

皆
様
に
喜
ん
で
頂
い
て
い
た

農
業
祭
。
補
助
金
の
減
額
や
縮

小
で
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

単
独
で
企
画
す
る
に
は
、
課
題

が
多
い
。
若
い
世
代
に
人
気
の

あ
る
東
員
マ
ル
シ
ェ
の
取
組
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
趣
味
の
世
界

で
は
な
く
、
稼
げ
る
農
業
と
言

う
、
何
か
実
行
性
の
あ
る
舞
台

が
用
意
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す

が
、ど
う
で
す
か
。

町
長　
以
前
は
農
業
商
工
祭

と
し
て
実
施
し
て
い
た
が
、
ご

提
案
の
件
は
担
当
課
で
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

期待される大豆栽培

再
質
問
（
一
問
一
答
）
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原稿は本人が作成したものを原文のまま掲載しています。

Q.Q.地権者の方への説明は地権者の方への説明は
A. 説明会年内にします

中な
か
む
ら村

　
等ひ

と
し

Q.Q.不明水は税金の無駄使いやろぅ不明水は税金の無駄使いやろぅ
A.原因の究明と対策に努めます

広ひ
ろ

田た

　
久ひ

さ

男お

東
員
第
一
中
学
校
移
転
事
業

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
移
転
事
業
に
つ
い
て

は
、教
育
委
員
会
が「
東
員
町
小

中
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
基

本
方
針
」に
お
い
て
、「
東
員
第

一
中
学
校
の
建
て
替
え
は
急
務

で
移
転
先
は
町
の
中
心
部
が
望

ま
れ
る
」と
さ
れ
ま
し
た
。

　
新・第
一
中
学
校
は
、公
共
施

設
群
と
隣
接
す
る
こ
と
で
体
験

型
学
習・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
学

習
が
可
能
と
な
り
、「
自
己
実
現

と
社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

力
の
育
成
」が
可
能
で
す
。
事

業
費
は
、
概
算
で
約
50
億
円
弱

と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　
財
源
は
国
庫
補
助
金
も
見
込

ん
で
い
ま
す
が
、
事
業
費
の
多

く
は
、地
方
債
、公
共
施
設
整
備

基
金
に
頼
り
、
厳
し
い
財
政
状

況
で
す
。

　
本
事
業
の
財
源
の
一
部
に
寄

付
な
ど
を
積
極
的
に
募
る
こ
と

も
検
討
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

都
市
計
画
事
業
で
あ
り
、
認
可

に
は
期
間
が
必
要
で
す
。
認
可

を
受
け
た
後
、
用
地
取
得
を
行

い
ま
す
。

学び舎としての一中に

教
育
委
員
会
が
計
画
を
た
て

ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
地
権

者
へ
の
説
明
は
ど
う
な
り
ま
す

か
。教

育
長　
敷
地
面
積
に
つ
い

て
は
、約
３
万
１
０
０
０
㎡
、限

ら
れ
た
敷
地
で
す
が
効
率
的
に

ク
ラ
ブ
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
確
保
で
き

ま
す
。

　

地
権
者
の
皆
様
へ
は
、
基
本

計
画
案
を
年
内
に
も
説
明
し
ま

す
。

下
水
道
の
不
明
水
が
年
々
増

加
し
て
い
る
原
因
や
そ
の
処
理

費
用
、
対
策
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

上
下
水
道
課
長　
本
町
の
下

水
道
普
及
率
は
、
現
在
99・
２
％

で
、
町
内
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い

ま
す
。

　

不
明
水
の
増
加
は
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
、
近
年
は
雨
の
降
り

方
が
激
化
し
て
い
る
こ
と
や
、

下
水
道
管
の
破
損
箇
所
か
ら
地

下
水
が
浸
入
し
た
こ
と
な
ど
が

要
因
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
汚
水
処
理
費

総
額
は
約
２
億
１
３
７
０
万
円
、

そ
の
う
ち
、
不
明
水
の
処
理
費

用
は
約
３
６
７
０
万
円(

約
17

％)

を
占
め
ま
す
。

　

不
明
水
対
策
は
、
城
山
地
区

に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら

４
年
間
、
浸
入
水
の
解
析
や
管

渠
等
の
カ
メ
ラ
調
査
な
ど
を
行

っ
た
結
果
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら

の
雨
水
流
入
を
確
認
し
た
の
で
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ふ
た
の
取
り
替
え

工
事
を
実
施
中
で
す
。

　

引
き
続
き
、
不
明
水
調
査
と

対
策
に
努
め
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
に
発
足
し
た

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」の
進
捗

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

政
策
課
長　
令
和
４
年
度
か

ら
の
当
初
３
年
間
は
自
治
会
に

焦
点
を
当
て
、
先
ず
は
自
治
会

が
課
題
解
決
を
進
め
な
が
ら
、

徐
々
に
地
域
全
体
を
視
野
に
入

れ
て
い
く
た
め
の
期
間
と
し
ま

す
。

　

支
援
の
方
法
は
、
新
た
な
交

付
金「
地
域
づ
く
り
交
付
金
」の

制
度
設
計
を
進
め
て
お
り
、
自

治
会
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
の
活
性
化
は

ふ
た
と
受
枠
を

替
え
て
水
密
性

を
改
善
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Q.Q.高い国保料一万円の軽減を高い国保料一万円の軽減を
A. 医療費抑制に努めます

大お
お
さ
き崎

　
昭し

ょ
う

一い
ち

Q.Q.児童虐待の現状と対策は児童虐待の現状と対策は
A.啓発と住民参画に努めます

伊い

藤と
う

　
治は

る

雄お

低
所
得
者
に
と
っ
て
高
す
ぎ

る
国
保
料
を
１
万
円
軽
減
す
る
こ

と
を
求
め
ま
す
。
２
億
３
千
万
円

あ
る
国
保
会
計
積
立
金
を
運
用

し
て
軽
減
し
て
く
だ
さ
い
。
国

保
加
入
者
は
５
２
３
４
人
で
す
。

保
険
料
を
１
人
、
１
万
円
軽
減

の
原
資
は
５
２
３
４
万
円
で
す
。

財
源
の
や
り
く
り
は
で
き
る
と

考
え
ま
す
。

　
高
校
生
ま
で
の
均
等
割
保
険

料
の
軽
減
も
求
め
ま
す
。

　

全
国
知
事
会
は
政
府
へ
、
国

保
会
計
に
１
兆
円
投
入
の
要
望

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。
国
保

料
軽
減
の
声
を
大
き
く
届
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
険
年
金
課
長　
積
立
基
金

は
い
ざ
と
い
う
時
の
も
の
で
、

必
要
額
は
３
億
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　

特
定
健
診
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
推
奨
な
ど
で
保
険

料
上
昇
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

国
へ
の
要
望
は
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
給
食
無
償
化
の
継
続
を

町
独
自
で
実
施
す
る
こ
と
を
求

め
ま
す
。
ま
た
、
給
食
の
安
全

国保のちらし

供
給
、食
材
調
達
、地
産
地
消
の

位
置
づ
け
、
食
育
に
関
す
る
観

点
は
い
か
が
で
す
か
。

教
育
長　
全
体
の
給
食
費
無

償
化
は
財
政
面
で
難
し
い
で
す
。

就
学
困
難
な
家
庭
に
は
就
学
援

助
制
度
で
給
食
費
分
も
補
助
の

対
象
で
す
。
お
米
は
町
内
産
キ

ヌ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

安
全
管
理
は
16
項
目
の
確
認
を

栄
養
職
員
の
立
ち
合
い
で
厳
重

検
収
を
し
て
い
ま
す
。

　

食
育
の
観
点
は
小
学
６
年
生

が
年
３
回
自
分
で
作
る「
弁
当

の
日
」を
実
施
し
て
お
り
、子
ど

も
た
ち
は
食
に
関
す
る
理
解
を

深
め
、
生
活
に
お
け
る
食
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

最
近
の
児
童
虐
待
の
発
生
件

数
と
そ
の
取
組
や
対
応
方
法
を

お
伺
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

こ
か
ら
見
え
て
く
る
実
態
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
虐
待
に
及
ぼ
す

影
響
と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
が
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
が
、
発
生
実
態
や
関
連
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
虐
待
の
重
篤
化
を
防
止
す
る

に
は
、
町
民
全
体
で
子
育
て
を

支
え
見
守
る
と
い
う
認
識
を
持

っ
て
、
町
内
全
域
に
意
識
づ
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

町
宣
言
を
積
極
的
に
実
施
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
課
長　
児
童
虐

待
の
受
理
件
数
は
、
令
和
２
年

度
で
41
件
あ
り
、そ
の
対
応
は
、

厚
生
労
働
省
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
に
沿
い
、
支
援
対
象
児
童

な
ど
の
定
期
的
な
状
況
の
把
握

や
、
見
守
り
体
制
の
強
化
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
相
談
件
数
は
令
和
２

年
度
で
７
件
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
が
起

き
て
い
る
家
庭
で
は
、
子
ど
も

に
対
す
る
暴
力
が
同
時
に
行
わ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

児
童
虐
待
の
防
止
は
、
子
育

て
家
庭
だ
け
が
取
り
組
む
も

の
で
は
な
く
、
児
童
虐
待
を
容

認
し
な
い
社
会
風
土
の
醸
成
と
、

子
ど
も
や
そ
の
家
庭
を
見
守
り
、

支
え
る
地
域
社
会
の
形
成
が
大

変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
支
え
、
見
守
る
意

識
の
重
要
性
を
内
外
に「
宣
言・

表
明
」す
る
た
め
、積
極
的
な
意

識
啓
発
と
住
民
参
画
を
呼
び
か

け
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
意
思
表

示
を
明
確
に
す
る
た
め
、現
在
、

宣
言
の
効
果
も
含
め
調
整
し
て

い
ま
す
。

みんなで見守ろう子どもの育み

学
校
給
食
の
無
料
化
を



　

今
回
も
多
数
の
ご
応
募
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
正
解
は

　
問
１　
21
日　

　
問
２　
９
人　
　

　
問
３　
５
２
６
２
人

　

多
数
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
の
結
果
、
当
選
さ
れ
た
15
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し

ま
す
。　
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城
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玉
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様

＊
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田
み
き
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様
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宏
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様

＊
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様

＊
笹
尾
東
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中
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ゆ
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様

＊
笹
尾
東
１　
山
本　
好
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様

＊
笹
尾
西
３　
塩
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＊
大　
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寺
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文
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様
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東
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大
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様

＊
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尾
東
３　
神
野　
和
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様

＊
中　
　
上　
水
谷　
正
子 

様

＊
瀬
古
泉　
伊
藤　
豊
子 

様

＊
中　
　
上　
日
置
は
る
み 

様

＊
城
山
１　
池
田　
憲
市 

様

＊
中　
　
上　
中
村
め
ぐ
み 

様

ク
イ
ズ
当
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委 員 長／三林　　浩
副委員長／広田　久男
委　　員／片松　雅弘　 大谷　勝治
　　　　　山崎まゆみ　 三宅　耕三

議会広報常任委員会

一般質問の議事録はホームページで公開しています。議会事務局でも閲覧できます。

まちの話題

次回の定例会は
令和４年３月１日に
開会予定です。
傍聴、お待ちしています。

　当会は、希望される家庭の生ごみを堆肥化
し、資源としています。令和3年4月から給
食センターの生ごみも堆肥化に加わりました。
行政と協働・連携し、ごみ減量の啓発活動も
行っています。

　早いもので任期最後の「議会だより」となりま
した。
　コロナ禍で委員会研修には行けませんでしたが、
各議員が研修したことを出し合い「表紙の工夫」
「一般質問の読み易さ」「カラーページ採用」「QR
コード」など直ぐに取り組めることからチャレン
ジしました。
　これからも「議会だより」が、より多くの人に
読んでもらえるよう取り組むことを引き継いでい
きたいと考えています。

ごみゼロ社会の実現をめざして!!ごみゼロ社会の実現をめざして!!

2年間ありがとうございました。2年間ありがとうございました。

～NPO法人生ごみリサイクル思考の会～～NPO法人生ごみリサイクル思考の会～

※この議会だよりは古紙配合率100％白色度80％の再生紙を使用しています。
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回収した生ごみから肥料を作る作業（堆肥舍）

ごみは分別して資源ごみへ
た い ひ か

このメンバーで頑張りました




